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誌

、

囎
、矩’

蔽鐵魅一亀

蚕了

の

訴
・

塾濯

噸
州

て

畷層

新
た
な
墓
本
構
想
な
ど
を
可
決

第
3
回
定
例
会
開
催

’
濫

議
決
内
容

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
回
の
定
例
会
に
は
、
区
長
か
ら
2
0
の

案
件
が
、
議
員
か
ら
は
2
つ
の
案
件
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。●

世
田
谷
区
基
本
構
想
　
1
件

　
（
賛
成
多
数
　
賊
研
循
．
恥
執
㌦
．
霧
、
生
活
不
、
）

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
区

　
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
す
る

　
た
め
の
区
政
の
基
本
的
な
指
針
と
し
て
、

　
新
た
な
基
本
構
想
を
策
定
し
た
。

●
6
年
度
各
会
計
補
正
予
算
　
4
件

〇
一
般
会
計
（
第
一
次
）

　
（
賛
成
多
数
　
蹟
研
須
恥
鹸
㌦
．
霧
、
生
晒
不
、
）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
、
仮
称
鳥
山

　
葬
祭
会
館
・
区
民
集
会
所
用
地
の
買
収
、

　
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
i
住
宅
の
借
り
上
げ
、

　
保
育
園
の
大
規
模
改
修
な
ど
の
予
算
を
追

加
し
た
。

　
補
正
額
は
、
］
七
億
七
七
五
五
万
二
千
円
。

　
補
正
後
の
予
算
額
は
、
二
二
八
三
億
七
五

　
五
万
二
千
円
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
一
次
）

　
（
賛
成
多
数
　
雌
辮
績
恥
蝕
悔
鰐
、
籍
ネ
．
）

　
当
初
予
算
に
五
億
五
八
九
万
一
千
円
を
追

　
加
し
た
。
補
正
後
の
予
算
額
は
、
三
六
八

　
億
五
一
四
〇
万
九
千
円
。

○
老
人
保
健
医
療
会
計
（
第
一
次
）

　
（
賛
成
多
数
　
賊
薪
績
厭
畝
悔
鰐
、
生
活
不
、
）

　
当
初
予
算
に
八
五
八
万
三
千
円
を
追
加
し

　
た
。
補
正
後
の
予
算
額
は
、
四
六
八
億
五

　
五
二
九
万
五
千
円
。

O
中
学
校
給
食
費
会
計
（
第
一
次
）

　
　
（
賛
成
多
数
　
順
紳
須
私
麟
悔
鰐
、
生
準
不
、
）

　
当
初
予
算
に
三
九
一
万
九
千
円
を
追
加
し

　
た
。
補
正
後
の
予
算
額
は
、
五
億
九
〇
一

　
五
万
六
千
円
。

●
条
例
の
新
設
　
3
件

，
O
文
学
館
条
例

　
　
（
賛
成
多
数
　
職
軒
須
艶
麸
触
．
鰐
、
生
揖
不
、
）

　
区
民
が
文
学
に
関
す
る
知
識
を
深
め
ら
れ

　
る
よ
う
、
「
世
田
谷
文
学
館
」
（
南
烏
山
－
丁

　
目
1
0

10

）
を
設
置
す
る
。

O
環
境
基
本
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
環
境
の
保
全
、
回
復
及
び
創
出
に
関
す
る

　
施
策
を
、
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る

　
た
め
の
基
本
原
則
を
定
め
た
。

O
社
会
福
祉
事
業
団
に
対
す
る
助
成
手
続
条

　
例
（
全
員
賛
成
）

　
新
た
に
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
事
業
団
へ

　
の
助
成
の
手
続
き
を
定
め
た
。

●
条
例
の
改
正
　
8
件

0
地
区
会
館
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
次
の
地
区
会
館
を
新
設
す
る
。

地
区
会
館
名

所
　
在
　
地

瀬
　
　
　
田

瀬
田
4
丁
目
1
8
1
n

駒
　
　
　
沢

駒
沢
3
丁
目
1
3
1
5

O
国
民
健
康
保
険
条
例

　
（
賛
成
多
数
　
照
麟
娼
、
弧
樫
碗
鬼
一
難
不
、
）

　
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
入
院

　
時
食
事
療
養
費
や
訪
問
看
護
療
養
費
を
保

　
険
給
付
に
加
え
た
こ
と
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
頁
へ
続
く
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　　　　　生産緑地

将
来
を
見
通
し
た

的
確
な
財
政
運
営
を

開
閑
国
減
税
な
ど
の
影
響
で
、
区
財
政
は
大

変
厳
し
い
。
的
確
な
財
政
見
通
し
の
も
と
、

計
画
事
業
の
執
行
に
全
力
を
注
げ
。
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
予
算
編
成
に
も
努
め
よ
。
ま
た
、

新
た
な
基
本
計
画
の
財
源
を
十
分
確
保
せ
よ
。

区
長
　
企
画
部
長
　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
す
る
。
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行
う
。

裏
付
け
と
な
る
財
政
計
画
を
策
定
す
る
。

國
園
都
区
制
度
改
革
に
関
す
る
都
の
最
終

素
案
の
内
容
は
、
大
変
不
満
だ
。
改
革
実
現

の
時
期
な
ど
が
、
こ
れ
以
上
先
送
り
さ
れ
な

い
よ
う
万
全
を
期
せ
。
清
掃
事
業
移
管
に
備

え
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

区
長
　
生
活
環
境
部
長
　
今
後
と
も
自
治
権

　初日の本会議で、5人の議員がそれぞれの

会派を代表して質間を行いました。その要旨

をお伝えします。

’
（

弓

拡
充
の
運
動
を
強
力
に
展
開
し
て
い
く
。
資

源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
。

開
閑
国
新
用
途
地
域
の
区
の
原
案
が
決
定
し

た
。
新
た
な
用
途
の
指
定
を
機
に
、
地
域
の

要
望
に
十
分
応
え
た
街
づ
く
り
を
進
め
よ
。

助
役
　
都
市
整
備
部
長
　
地
区
計
画
な
ど
の

導
入
を
今
後
と
も
積
極
的
に
行
い
た
い
。

一
圓
藺
幽
生
産
緑
地
は
、
都
市
計
画
公
園
や
道

路
事
業
の
代
替
地
な
ど
と
し
て
も
活
用
で
き

る
。
買
い
取
り
請
求
に
は
積
極
的
に
応
じ
よ
。

財
源
の
確
保
も
国
や
都
へ
強
く
求
め
よ
。

助
役
　
今
後
も
財
源
措
置
を
要
望
し
て
い
く
。

国
や
都
に
用
地
の
あ
っ
旋
を
行
っ
て
い
る
。

開
閤
国
京
王
線
の
立
体
化
の
促
進
を
、
鉄
道

事
業
者
に
働
き
か
け
よ
。

助
役
　
早
期
事
業
化
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

閥
閑
囲
区
立
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
は
、
財
政

状
況
を
勘
案
し
て
進
め
よ
。
ベ
ッ
ド
確
保
の

た
め
、
民
間
法
人
に
よ
る
建
設
を
支
援
せ
よ
。

助
役
　
入
所
待
機
者
の
早
期
解
消
に
努
め
る
。

閣
国
園
環
境
基
本
条
例
で
の
、
大
規
模
開
発

に
対
す
る
環
境
へ
の
配
慮
要
請
は
、
既
存
の

指
導
要
綱
な
ど
と
十
分
整
合
さ
せ
よ
。

助
役
　
条
例
の
効
果
的
な
運
用
に
努
め
る
。

総合運動場温水プール工事現場

個
性
あ
る
自
治
体
を
め
ざ
し

創
造
的
行
政
を
展
開
せ
よ

固
固
区
が
独
自
性
を
発
揮
し
た
創
造
的
行

政
を
進
め
る
に
は
、
確
固
た
る
意
志
と
財
源

の
裏
付
け
ま
で
を
考
え
た
政
策
判
断
が
不
可

欠
だ
。
区
長
の
決
意
を
示
せ
。

区
長
　
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
、
生
活
文
化
都

市
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

圖
C
A
T
V
を
活
用
し
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
情
報
な
ど
を
区
民
が
主
体

的
に
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
せ
よ
。

区
長
室
長
　
将
来
を
見
越
し
た
情
報
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

圏
第
三
セ
ク
タ
ー
の
再
編
成
な
ど
に
よ

り
、
多
様
な
区
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

体
制
を
整
備
せ
よ
。
開
設
さ
れ
る
温
水
プ
ー

ル
の
管
理
運
営
方
法
も
十
分
検
討
せ
よ
。

助
役
　
教
育
長
　
各
団
体
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
。
効
率
的
で
柔
軟
な
運
営
に
努
め
る
。

闊
国
園
福
祉
、
保
健
、
医
療
の
連
携
を
進
め

る
た
め
、
退
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
拡
充
せ
よ
。

開
設
予
定
の
総
合
相
談
窓
口
に
も
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拠
点
機
能
を
持
た
せ
よ
。

助
役
　
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

一
國
闊
一
　
「
せ
た
が
や
の
家
」
の
普
及
に
全
力

を
注
げ
。
区
単
独
経
費
で
行
う
借
り
上
げ
住

宅
事
業
は
、
補
完
的
施
策
と
し
て
展
開
せ
よ
。

助
役
　
住
宅
政
策
室
長
　
住
宅
整
備
目
標
の

達
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

開
圏
囲
銭
湯
の
減
少
で
区
民
が
困
っ
て
い
る
。

公
共
住
宅
と
の
合
築
な
ど
で
存
続
を
図
れ
。

高
齢
者
施
設
な
ど
に
銭
湯
的
機
能
も
加
え
よ
。

産
業
振
興
部
長
　
都
や
浴
場
組
合
と
も
十
分

連
携
し
、
公
衆
浴
場
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

闊
開
国
情
報
化
杜
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
小
学
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
導
入
を
急
げ
。

他
の
高
度
な
教
育
機
器
の
活
用
も
図
れ
。

教
育
長
　
具
体
的
な
準
備
に
入
っ
て
い
る
。

新
た
な
学
習
方
法
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

国立大蔵病院

地
域
医
療
を
守
り

公
的
福
祉
の
拡
充
を
進
め
よ

園
園
幽
村
山
首
相
は
自
民
党
政
治
を
継
承
し
、

核
兵
器
廃
絶
を
棚
上
げ
し
て
い
る
。
区
長
は
、

核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
の
国
際
条
約
の
締

結
と
、
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
を
政
府
に
強

く
働
き
か
け
よ
。

区
長
　
国
に
、
条
約
締
結
を
要
請
し
て
い
く
。

法
制
定
は
、
実
り
あ
る
解
決
を
期
待
し
た
い
。

開
閑
国
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
国
立
大
蔵

病
院
と
国
立
小
児
病
院
の
存
続
を
国
に
求
め

よ
。
高
齢
者
の
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
入
院
見
舞
金
制
度
を
創
設
せ
よ
。
ま

た
、
自
己
負
担
と
な
っ
た
入
院
給
食
費
は
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
の
か
。

区
長
　
助
役
　
地
域
医
療
の
充
実
の
視
点
か

ら
、
慎
重
な
対
応
を
要
望
し
て
い
く
。
制
度

は
研
究
し
た
い
。
従
来
ど
お
り
助
成
す
る
。

開
国
園
公
的
な
介
護
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

正
規
職
員
の
ヘ
ル
パ
ー
を
大
幅
に
増
員
す
る

な
ど
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
充

実
さ
せ
よ
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
備
え

た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
増
設
を
急
げ
。

特
に
、
施
設
の
無
い
地
域
に
は
力
を
注
げ
。

高
齢
対
策
部
長
　
人
材
の
養
成
・
確
保
策
の

検
討
を
急
ぐ
。
ヘ
ル
パ
ー
の
総
派
遣
時
間
も

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
財
政
計
画
と
も
整
合

さ
せ
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
た
い
。

閣
圖
都
市
整
備
方
針
の
改
定
は
、
区
民
主

体
の
街
づ
く
り
の
原
則
を
堅
持
し
て
取
り
組

め
。
高
齢
者
や
障
害
者
に
配
慮
し
た
街
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
公
共
施
設
の
総
点
検
と

計
画
的
な
改
修
を
行
え
。
利
用
し
に
く
い
京

王
線
下
商
井
戸
駅
は
、
区
主
導
で
改
善
せ
よ
。

助
役
　
福
祉
・
都
市
整
備
部
長
　
住
民
の
意

見
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。
順
次
改
善
し
て

い
く
。
地
域
要
望
を
事
業
者
に
伝
え
た
い
。

悶
閤
圓
学
校
図
書
館
が
多
く
の
子
供
た
ち
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
、
専
任
職
員
を
配
置
せ
よ
。

教
育
長
　
図
書
館
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

烏山川緑道

健
全
財
政
の
維
持
に

全
力
で
取
り
組
め

閣
閤
国
住
民
税
減
税
で
税
収
が
落
ち
込
ん
で

い
る
が
、
財
源
を
補
て
ん
す
る
起
債
は
、
将

来
の
財
政
負
担
を
考
慮
し
て
慎
重
に
行
え
。

新
設
さ
れ
る
大
規
模
施
設
の
維
持
経
費
も
最

小
限
に
抑
え
よ
。
ま
た
、
都
区
制
度
改
革
実

現
後
の
財
政
の
仕
組
み
は
ど
う
な
る
の
か
。

区
長
　
企
画
部
長
　
効
果
的
、
弾
力
的
な
活

用
を
図
っ
て
い
く
。
運
営
経
費
の
見
直
し
を

行
う
。
都
と
特
別
区
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

閣
閑
回
区
を
2
つ
の
選
挙
区
に
分
断
す
る
こ

と
は
、
区
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
な
い
。
区
長
は
分
割
に
反
対
せ
よ
。

区
長
　
行
政
の
】
体
性
の
確
保
に
努
め
る
。

閣
閑
国
環
境
基
本
条
例
の
理
念
を
具
体
化
す

る
た
め
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
急
げ
。

環
境
施
策
の
成
果
を
公
表
す
る
環
境
白
書
も

作
成
せ
よ
。
ま
た
、
緑
道
の
整
備
で
は
、
昆

虫
な
ど
が
生
息
し
や
す
い
環
境
を
実
現
せ
よ
。

北
沢
総
合
支
所
長
生
活
環
境
部
長
　
7
年

度
中
に
策
定
す
る
。
白
書
は
取
り
組
ん
で
い

く
。
地
元
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

閣
開
図
高
齢
者
の
住
宅
問
題
が
深
刻
だ
。
福

祉
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、
住
宅
供
給
の

拡
大
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
エ
イ
ズ
の
検
査
・

相
談
体
制
の
強
化
や
、
感
染
者
の
結
核
対
策

の
充
実
を
要
望
す
る
。

区
長
　
助
役
　
執
行
体
制
を
整
備
し
、
住
宅

整
備
方
針
の
目
標
を
達
成
し
て
い
き
た
い
。

悶
闊
国
学
校
5
日
制
の
完
全
実
施
に
向
け
、

指
導
要
領
の
早
期
改
定
を
国
に
要
望
せ
よ
。

ま
た
、
登
校
拒
否
の
原
因
で
も
あ
る
学
校
嫌

い
が
な
く
な
る
よ
う
、
授
業
を
工
夫
せ
よ
。

子
ど
も
た
ち
の
体
力
が
低
下
し
て
い
る
。
学

校
で
の
体
育
指
導
の
強
化
な
ど
、
体
づ
く
り

に
力
を
注
げ
。

教
育
長
　
国
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
対
応
し
て

い
く
。
教
員
の
指
導
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

健
康
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

滋湿麺
子玉川付近

環
境
に
や
さ
し
い

社
会
を
実
現
せ
よ

固
閾
四
環
境
行
政
の
全
庁
的
な
推
進
体
制
を

確
立
せ
よ
。
環
境
基
本
条
例
に
は
、
環
境
へ

の
配
慮
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
環
境
監
査
」
の

考
え
方
を
盛
り
込
め
。

区
長
　
生
活
環
境
部
長
　
担
当
組
織
の
強
化

を
図
る
。
条
例
に
基
づ
い
て
点
検
し
て
い
く
。

閣
閑
国
二
子
玉
川
の
再
開
発
で
は
、
生
活
環

境
へ
配
慮
し
た
街
づ
く
り
の
視
点
が
重
要
だ
。

車
の
進
入
禁
止
区
域
や
幅
の
広
い
赤
道
を
設

け
よ
。
駅
周
辺
に
は
、
駐
輪
場
を
十
分
整
備

せ
よ
。
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
省
エ
ネ
の
設
備

を
備
え
た
、
環
境
共
生
住
宅
の
建
設
も
図
れ
。

ま
た
、
住
民
の
声
を
十
分
反
映
さ
せ
よ
。

区
長
　
都
市
開
発
室
長
　
地
域
冷
暖
房
の
導

入
も
検
討
す
る
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

田
園
園
公
共
施
設
へ
雨
水
貯
留
槽
を
設
置
し
、

雨
水
の
利
用
促
進
に
取
り
組
め
。
地
下
水
の

か
ん
養
を
図
る
た
め
、
道
路
の
雨
水
マ
ス
や

雨
水
管
は
透
水
性
の
も
の
に
換
え
よ
。
生
態

系
に
合
わ
な
い
多
摩
川
へ
の
サ
ケ
の
放
流
は
、

環
境
教
育
と
し
て
不
適
切
だ
。
実
際
に
生
息

す
る
動
植
物
を
教
材
に
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
生
活
環
境
・
建
設
部
長
　
今
後
と

も
、
雨
水
の
貯
留
、
浸
透
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
自
然
環
境
保
護
の
学
習

に
役
立
て
て
い
き
た
い
。

悶
困
脳
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
用
地
の
取
得
に

は
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。
学
校
な
ど
へ

の
合
築
も
含
め
、
小
規
模
特
養
ホ
ー
ム
の
整

備
を
検
討
せ
よ
。
国
に
助
成
も
求
め
よ
。
高

齢
者
同
士
が
共
に
生
活
す
る
「
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
」
を
、
地
域
と
協
力
し
て
設
け
よ
。
ま

た
、
区
民
施
設
利
用
者
が
払
う
、
光
熱
水
費

一
部
負
担
金
の
収
納
方
法
の
改
善
を
望
む
。

助
役
　
高
齢
対
策
部
長
　
引
き
続
き
国
や
都

に
働
き
か
け
て
い
く
。
区
民
相
互
の
支
え
合

い
を
推
進
す
る
。
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，
マ

国
際
交
流
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
　
（
企
画
総
務
領
域
）

間
国
閨
広
く
区
民
の
国
際
交
流
を
促
進
す
る

た
め
、
受
け
皿
と
な
る
団
体
を
設
け
よ
。
国

際
平
和
交
流
基
金
の
効
果
的
な
活
用
も
図
れ
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
友
好
を
進
め
よ
。

区
長
　
区
民
の
主
体
的
な
国
際
交
流
活
動
を

支
え
て
い
き
た
い
。

回
閤
闇
都
立
大
跡
地
は
当
面
、
運
動
広
場
な

ど
と
し
て
開
放
す
る
よ
う
、
都
に
要
望
せ
よ
。

助
役
　
暫
定
利
用
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

閣
幽
囲
閣
闘
■
新
た
な
基
本
計
画
に
基
づ
く
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
実

務
を
担
当
す
る
職
員
の
資
質
の
向
上
が
不
可

欠
だ
。
特
に
、
高
齢
者
に
接
す
る
窓
口
で
相

手
の
身
に
な
っ
た
応
対
が
で
き
る
よ
う
、
幅

広
い
研
修
を
行
え
。
福
祉
二
i
ズ
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
備

え
た
職
員
を
配
置
せ
よ
。
ま
た
、
義
務
教
育

は
人
間
形
成
の
基
礎
を
築
く
も
の
だ
。
教
育

に
情
熱
を
持
っ
た
教
員
の
採
用
や
、
適
正
な

男
女
比
率
で
の
教
員
の
配
置
を
都
に
求
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
教
育
長
　
世
田
谷
総
合
支
所

長
　
総
務
⊥
ロ
同
齢
対
策
・
学
校
教
育
部
長

き
め
細
か
な
研
修
を
行
い
、
窓
口
の
改
善
に

努
め
る
。
高
度
な
専
門
分
野
に
応
え
ら
れ
る

職
員
の
配
置
に
も
留
意
し
た
い
。
教
育
者
に

ふ
さ
わ
し
い
人
材
の
確
保
に
努
め
る
。
偏
り

　2日目の本会議では、12人の議員が区

政をめぐる諸課題について質問を行いま

した。その要旨をお伝えします。
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の
な
い
よ
う
、
都
と
と
も
に
配
慮
し
て
い
く
。

蘭
闘
陥
ロ
区
有
地
を
区
が
3
倍
の
賃
料
で
「

ま
た
借
り
」
し
た
件
な
ど
4
件
の
監
査
請
求

は
全
部
負
け
だ
。
責
任
を
明
確
に
せ
よ
。
公

益
質
屋
で
の
㎜
万
円
の
公
金
横
領
事
件
は
大

事
件
だ
。
な
ぜ
区
長
は
自
ら
を
処
分
し
な
い

の
か
。
清
掃
事
業
の
区
移
管
で
は
、
2
3
区
が

誤
っ
た
広
告
を
し
、
労
組
に
謝
罪
し
た
。
前

に
も
区
は
、
「
市
」
に
な
る
と
区
民
を
だ
ま
し

た
。
区
長
は
、
区
民
に
謝
れ
。
校
長
入
見
楠

郎
氏
の
独
裁
恐
怖
政
治
が
う
わ
さ
さ
れ
る
昭

和
女
子
大
付
属
高
校
は
、
生
徒
の
人
権
を
無

視
し
た
時
代
錯
誤
の
大
量
処
分
を
行
っ
た
。

人
見
氏
の
言
動
を
見
る
と
名
誉
区
民
に
し
た

区
長
の
責
任
は
大
き
い
。
称
号
を
取
り
消
せ
。

区
長
　
助
役
　
監
査
の
指
摘
に
は
、
素
直
に

お
わ
び
す
る
。
管
理
者
も
厳
正
に
処
分
し
た
。

正
確
で
な
か
っ
た
の
で
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し

た
。
条
例
に
抵
触
し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

閏
園
圏
公
共
施
設
の
整
備
は
、
計
画
か
ら
完

成
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
。
施

設
に
対
す
る
区
民
二
ー
ズ
に
素
早
く
応
え
る

た
め
、
施
設
建
設
期
間
の
短
縮
に
全
力
で
取

り
組
め
。
ま
た
、
維
持
管
理
費
が
将
来
の
大

き
な
財
政
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
施
設
の

計
画
化
に
は
十
分
留
意
せ
よ
。

区
長
　
企
画
部
長
　
今
後
と
も
、
工
程
な
ど

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。
財
政
状
況
を
ふ

ま
え
た
施
設
整
備
に
努
め
た
い
。

田
闘
闇
閣
圏
一
文
化
課
が
購
入
し
た
大
量
の
美

術
品
が
、
区
民
の
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く
倉

庫
に
放
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
税
金
の
無
駄

遣
い
だ
。
誠
に
も
っ
た
い
な
い
。
そ
の
う
え
、

区
長
は
、
名
画
を
警
察
署
や
川
場
村
へ
貸
し

出
し
、
政
治
の
道
具
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

区
は
、
区
民
の
税
金
で
購
入
し
た
美
術
品
を
、

有
効
に
活
用
す
る
気
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

美
術
館
で
も
4
割
の
作
品
が
未
公
開
の
ま
ま

だ
。
収
集
方
針
か
ら
外
れ
た
作
品
の
購
入
が

目
立
つ
が
、
世
田
谷
美
術
館
の
設
立
目
的
を

変
え
る
つ
も
り
な
の
か
。

助
役
　
総
務
部
長
　
保
有
作
品
の
積
極
的
な

展
示
を
工
夫
す
る
。
美
術
品
の
管
理
に
は
十

分
留
意
す
る
。
警
察
署
に
貸
し
た
絵
画
は
返

却
さ
れ
た
。
区
民
に
な
じ
み
の
あ
る
施
設
に

展
示
し
て
い
る
。
美
術
教
育
の
普
及
に
有
益

な
作
品
も
収
集
の
対
象
と
し
て
い
る
。

縦
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
　
（
区
民
生
活
領
域
）

闘
閣
災
害
時
に
備
え
、
防
災
井
戸
を
積

極
的
に
保
存
せ
よ
。
井
戸
水
の
観
測
強
化
や

浄
化
に
も
取
り
組
め
。
ま
た
、
区
民
の
関
心

を
高
め
る
た
め
、
井
戸
の
P
R
を
強
化
せ
よ
。

区
長
　
区
民
・
生
活
環
境
部
長
　
今
後
と
も
、

良
質
な
地
下
水
の
確
保
に
努
め
る
。
井
戸
水

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

閣
囮
緑
を
保
全
、
創
出
す
る
た
め
、
自
然

環
境
保
護
計
画
の
見
直
し
や
生
け
垣
緑
化
助

成
の
拡
大
、
公
共
施
設
の
屋
上
緑
化
に
取
り

組
め
。
緑
化
相
談
室
の
拡
充
や
P
R
に
も
努

め
よ
。
ま
た
、
推
進
体
制
を
強
化
せ
よ
。

区
長
　
生
活
環
境
部
長
　
緑
豊
か
な
生
活
環

境
の
形
成
を
め
ざ
し
、
関
係
部
署
が
連
携
し

て
施
策
を
進
め
て
い
く
。

困
關
囮
警
察
な
ど
と
協
力
し
、
違
法
看
板
の

一
斉
撤
去
に
取
り
組
め
。
条
例
に
よ
る
規
制

強
化
も
考
え
よ
。
ま
た
、
街
の
美
化
を
進
め

る
た
め
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
を
制
定
せ
よ
。

助
役
　
教
育
長
　
建
設
部
長
　
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
す
る
。
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
　
（
福
祉
保
健
領
域
）

開
隈
園
■
闇
囹
圏
本
格
的
な
高
齢
社
会
に
対
応

す
る
に
は
、
地
域
福
祉
の
充
実
が
不
可
欠
だ
。

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
を
作
る
た
め
、
地

域
福
祉
計
画
は
区
民
参
加
の
も
と
で
策
定
せ

よ
。
「
区
民
福
祉
基
金
」
を
創
設
し
、
地
域
の

福
祉
活
動
団
体
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
め
。

専
門
職
の
優
先
的
な
採
用
な
ど
、
福
祉
マ
ン

パ
ワ
ー
の
確
保
に
力
を
注
げ
。
ま
た
、
特
養

ホ
ー
ム
の
待
機
者
の
解
消
に
向
け
、
民
間
施

設
の
活
用
を
進
め
よ
。
ホ
ー
ム
が
地
域
で
孤

立
し
な
い
よ
う
、
図
書
館
な
ど
の
併
設
を
考

え
よ
。
老
人
保
健
施
設
も
整
備
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
福
祉
・
高
齢
対
策
・
衛
生
部

長
区
民
の
声
を
反
映
し
た
い
。
地
域
ぐ
る

み
で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
い
。
人
材

確
保
策
の
検
討
を
急
ぐ
。
今
後
も
積
極
的
に

活
用
す
る
。
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を
め
ざ

す
。
民
間
法
人
と
連
携
し
、
確
保
に
努
め
る
。

圏
囲
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の
対
象

者
と
時
問
帯
を
拡
大
せ
よ
。
効
率
的
に
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
派
遣
拠
点
の
増

設
に
取
り
組
め
。
ま
た
、
研
修
を
一
層
充
実

さ
せ
、
ヘ
ル
パ
ー
の
資
質
の
向
上
に
努
め
よ
。

区
長
　
高
齢
対
策
部
長
　
障
害
福
祉
推
進
室

長
　
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
在
宅
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
事
業
の
拡
充
に
努
め
る
。

團
闇
一
玉
川
東
部
地
区
へ
児
童
館
を
設
け
よ
。

企
画
部
長
　
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

開
聞
園
圏
デ
イ
ホ
ー
ム
の
利
用
希
望
者
を
で

き
る
限
り
受
け
入
れ
る
よ
う
、
施
設
を
指
導

せ
よ
。
高
齢
者
に
十
分
配
慮
し
た
施
設
設
計

や
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も
取

り
組
め
。
ま
た
、
障
害
児
の
学
童
ク
ラ
ブ
の

終
了
学
年
を
延
長
せ
よ
。
障
害
児
向
け
の
民

間
学
童
ク
ラ
ブ
ヘ
の
支
援
に
も
力
を
注
げ
。

福
祉
⊥
口
同
齢
対
策
部
長
　
各
ホ
ー
ム
と
協
議

し
た
い
。
利
用
し
や
す
い
施
設
を
め
ざ
す
。

施
設
間
で
連
携
し
、
事
業
の
充
実
に
努
め
る
。

延
長
は
考
え
た
い
。
積
極
的
に
助
成
し
た
い
。

都
市
整
備
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
　
（
都
市
整
備
領
域
）

国
闇
一
新
た
な
都
市
整
備
方
針
案
で
示
し
た
、

祖
師
谷
公
園
整
備
促
進
の
考
え
は
撤
回
せ
よ
。

都
に
計
画
の
見
直
し
も
求
め
よ
。
ま
た
、
成

城
7
丁
目
の
自
然
林
の
保
存
に
力
を
注
げ
。

都
市
整
備
部
長
　
住
民
と
十
分
話
し
合
う
よ

う
要
請
す
る
。
所
有
者
の
国
と
協
議
し
た
い
。

間
囹
図
小
田
急
線
沿
線
の
街
づ
く
り
に
全
力

を
注
げ
。
駅
前
広
場
や
線
路
と
交
差
す
る
都

市
計
画
道
路
の
整
備
も
急
げ
。
特
に
喜
多
見

駅
周
辺
で
は
、
補
助
鵬
号
線
の
整
備
や
高
架

下
へ
の
駐
輪
場
の
設
置
、
商
店
街
の
振
興
に

取
り
組
め
。
ま
た
、
執
行
体
制
も
強
化
せ
よ
。

区
長
助
役
産
業
振
興
・
道
路
整
備
部
長

各
駅
の
周
辺
整
備
計
画
を
ま
と
め
た
い
。
都

と
協
力
し
、
道
路
整
備
を
進
め
る
。
駐
輪
場

は
検
討
し
て
い
る
。
良
好
な
商
業
環
境
を
創

出
し
た
い
。
全
庁
体
制
で
臨
ん
で
い
く
。

回
闘
闇
奥
沢
駅
付
近
は
踏
切
の
閉
鎖
時
間
が

長
く
、
周
辺
住
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
目
蒲
線
の
地
下
化
を
強
く
求
め
よ
。

当
面
は
、
自
転
車
も
通
行
で
き
る
地
下
道
の

建
設
や
、
八
幡
小
付
近
へ
の
陸
橋
の
設
置
に

取
り
組
め
。
駅
前
に
駐
輪
場
も
設
け
よ
。

区
長
　
玉
川
総
合
支
所
長
　
建
設
・
道
路
整

備
部
長
　
今
後
と
も
、
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
い
く
。
地
下
道
と
陸
橋
は
研
究
し
て
い

き
た
い
。
鉄
道
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。

間
一
囲
放
置
自
転
車
の
根
本
的
な
解
消
に
は
、

自
転
車
を
末
端
の
交
通
機
関
と
位
置
付
け
、

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
自
転
車

対
策
総
合
計
画
を
早
期
に
策
定
せ
よ
。
ま
た
、

鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
強
化
に
も
努
め
よ
。

建
設
部
長
　
駐
輪
場
の
整
備
や
、
地
域
ぐ
る

み
の
放
置
防
止
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
。

網
隅
凹
三
軒
茶
屋
交
差
点
の
横
断
歩
道
は
、

だ
れ
も
が
安
全
に
渡
れ
る
よ
う
改
善
せ
よ
。

建
設
部
長
　
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

悶
一
圏
一
成
城
学
園
前
駅
南
口
へ
駐
輪
場
を
早

急
に
設
置
せ
よ
。

建
設
部
長
　
候
補
地
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

パ
ソ
コ
ン
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
　
　
　
（
文
教
領
域
）

困
關
囮
小
中
学
校
で
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
指
導
教
員
の
養
成
や
学
習

用
ソ
フ
ト
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

学
校
教
育
部
長
　
計
画
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

闇
團
閨
学
校
5
日
制
の
実
施
や
、
児
童
生
徒

数
の
減
少
で
、
教
室
な
ど
の
使
用
頻
度
が
減

っ
て
い
る
。
授
業
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、

地
域
の
人
々
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
学
校
を
活
用
せ
よ
。
ま
た
、
青
少
年
に

対
し
、
進
学
や
就
労
な
ど
の
総
合
的
な
指
導

が
で
き
る
専
門
組
織
を
設
置
せ
よ
。

教
育
長
　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
改
築
時
に
、

生
涯
学
習
施
設
や
夜
問
照
明
な
ど
を
整
備
し
、

区
民
二
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。
就
職
も

含
め
た
幅
広
い
進
路
相
談
が
で
き
る
よ
う
、

各
学
校
で
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

囮
皿
閥
一
千
歳
温
水
プ
ー
ル
の
改
築
計
画
に
、

「
流
れ
る
プ
ー
ル
」
の
設
置
を
盛
り
込
め
。

基
本
設
計
の
前
に
住
民
の
意
見
を
集
約
せ
よ
。

社
会
教
育
部
長
　
多
く
の
区
民
に
親
し
ま
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

一
闇
園
田
幼
児
の
減
少
に
合
わ
せ
、
区
立
幼
稚

園
を
大
胆
に
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。
施
設

を
整
理
統
合
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
教
育
相

談
の
実
施
や
、
障
害
児
の
受
け
入
れ
な
ど
に

も
取
り
組
め
。

教
育
長
　
入
園
児
数
の
推
移
を
見
守
り
な
が

ら
、
私
立
幼
稚
園
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
区
民
二
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。

閑
魍
不
登
校
児
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

教
育
相
談
室
の
増
設
や
機
能
の
充
実
に
努
め

よ
。
受
け
入
れ
施
設
も
設
置
せ
よ
。

教
育
長
　
教
育
相
談
の
拡
充
に
努
め
た
い
。

施
設
の
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

国
醐
囲
旧
砧
図
書
館
な
ど
を
活
用
し
、
砧
総

合
支
所
周
辺
に
社
会
教
育
課
分
室
を
設
け
よ
。

教
育
長
　
関
係
部
署
と
十
分
連
携
し
、
生
涯

学
習
の
新
た
な
推
進
体
制
を
構
築
し
た
い
。

閑
國
手
軽
に
楽
し
め
る
「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
」

を
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
で
採
り
上
げ
よ
。

社
会
教
育
部
長
　
今
後
と
も
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
い
く
。

会
派
名
　
自
民
門
自
由
民
主
党
区
議
団
　
公

明
目
公
明
党
区
議
団
　
共
産
髄
日
本
共
産
党

区
議
団
　
社
会
・
区
ク
“
日
本
社
会
党
・
区

民
ク
ラ
ブ
　
生
活
ネ
門
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
区
議
団
　
民
社
・
無
ク
”
民
社
党
・
無
所

属
ク
ラ
ブ
　
改
革
派
日
長
期
オ
ー
ル
与
党
談

合
区
政
を
改
革
す
る
派
　
行
革
m
番
匪
世
田

谷
行
革
m
番
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区
長
の
区
議
会
招
集

　
　
　
　
　
　
　
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
　
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し

　
　
幅
広
い
施
策
を
展
開

　
　
長
ら
く
策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た

　
「
新
た
な
基
本
構
想
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

・
基
本
構
想
は
、
区
政
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
・

皿
化
に
的
確
に
対
応
し
、
2
1
世
紀
の
活
力
あ
る

・
ま
ち
づ
く
り
を
達
成
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
・

　
「
人
間
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
区
民
自
治
　
■

　
の
確
立
」
、
「
環
境
と
共
生
す
る
社
会
の
実
現
」

・
を
基
本
理
念
と
し
、
「
生
活
者
の
視
点
に
た
っ

…
た
平
和
で
豊
か
な
生
活
文
化
都
市
」
を
区
の

・
将
来
像
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
今
後
は
、
区
・

皿
議
会
と
も
十
分
協
議
を
重
ね
、
基
本
計
画
、

．
実
施
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
．

　
　
環
境
の
保
全
、
回
復
、
創
出
に
向
け
、
環
●

，
境
基
本
条
例
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
．

・
を
環
境
行
政
の
規
範
と
し
て
、
諸
施
策
を
さ

皿
ら
に
前
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

・
た
、
世
田
谷
文
学
館
は
、
7
年
春
の
開
設
に

皿
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
玉
川
給
水
所
上
部
の
人
工
地
盤
を
利
用
し
、
．

・
緑
豊
か
な
公
園
を
整
備
し
ま
す
。
谷
沢
川
、

皿
仙
川
、
谷
戸
川
に
浄
化
施
設
を
設
け
、
清
流
　
㎝

・
復
活
事
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
新
用
途
地
域
の
指
定
で
は
、
区
原
案
を
都
■

・
に
送
付
し
ま
し
た
。
8
年
に
は
新
用
途
地
域

　
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
　
都
か
ら
区
長
会
に
対
し
て
示
さ
れ
た
、
都
．

・
区
制
度
改
革
の
最
終
素
案
を
了
承
し
ま
し
た
。
・

皿
今
後
と
も
、
7
年
4
月
の
法
改
正
を
め
ざ
し

　
て
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
行
政
制
・

・
度
の
一
層
の
充
実
に
向
け
、
福
祉
保
健
の
総
皿

，
合
相
談
窓
口
の
開
設
や
、
地
域
で
の
リ
サ
イ

　
ク
ル
施
策
の
展
開
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
、

　
　
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
は
、
首
都
東
京
の
発
展
皿

　
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
促
進
協
議
会
の
会
長

皿
と
し
て
、
早
期
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
景
気
対
策
緊
急
　
・

■
資
金
預
託
金
を
増
額
し
、
中
小
企
業
を
一
層
　
、

　
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
低
年
齢
児
保
育
の
拡
．

・
充
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
に

㎜
取
り
組
み
ま
す
。
民
間
住
宅
の
借
り
上
げ
に

・
よ
る
、
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け
住
宅
も
・

り
整
備
し
ま
す
。
区
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
皿

　
で
す
が
、
一
層
の
行
財
政
点
検
に
努
め
、
区
．

・
民
の
皆
さ
ん
の
信
託
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
．
ー
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

田
冴
“
匹
引
r
σ
げ
ゼ
蔵
」

鞭
騨
条
誘
鮮

　
1
以
上
の
3
件
は
、
保
健
所
法
、
保
健
所

　
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

○
水
防
・
応
急
措
置
業
務
従
事
者
の
損
害
補

　
償
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
補
償
基
礎
額
を
引
き
上
げ
た
こ
と
な
ど
。

O
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の

　
制
限
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
建
物
の
建
築
を
制
限
す
る
地
区
に
、
「
鎌
田

　
前
耕
地
地
区
地
区
計
画
」
を
加
え
た
こ
と

　
な
ど
。

O
学
校
設
置
条
例

　
（
賛
成
多
数
　
職
紳
須
転
凄
鞭
ク
羅
瞭
、
）

　
城
山
幼
稚
園
を
1
0
月
3
1
日
で
廃
園
す
る
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
1
件

　
（
全
員
賛
成
）

O
仮
称
等
々
力
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事

　
契
約
金
額
1
1
二
億
］
一
一
五
万
円
　
工
事

　
概
要
1
1
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
］
部
鉄
骨
）

　
造
地
上
2
階
建
（
デ
イ
ル
ー
ム
、
健
康
管

　
理
室
、
展
示
・
談
話
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

　
建
設
地
1
1
等
々
力
5
丁
目
1
9

●
区
道
路
線
の
認
定
　
3
件
（
全
員
賛
成
）

所
　
在
　
地

延
長
（
m
）

給
　
田
4
丁
目
1
1

一
三
〇
・
五
五

千
歳
台
3
丁
目
5

四
二
・
七
一

大
　
蔵
5
丁
目
2
1

一
〇
四
・
三
五

●
意
見
書
（
議
員
提
出
議
案
V
　
2
件

　
（
全
員
賛
成
）

O
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
の
国
際
条
約
締

　
結
を
求
め
る
意
見
書

○
特
別
区
を
自
治
法
上
基
礎
的
な
地
方
公
共

　
団
体
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
区
議
会
は
、
次
の
意
見
書
を
関
係
機
関
あ

て
に
提
出
し
ま
し
た
。

核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
の

　
　
　
　
国
際
条
約
締
結
を
求
め
る
意
見
書

　
本
年
は
ビ
キ
ニ
被
災
4
0
周
年
で
あ
り
、
来

年
は
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
5
0
周
年
と

な
り
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
、
多
く
の
人
命
を

奪
い
、
今
な
お
被
爆
者
と
そ
の
子
孫
を
苦
し

め
続
け
て
い
る
核
戦
争
の
惨
禍
と
世
界
各
地

で
の
核
実
験
に
よ
る
地
球
環
境
破
壊
は
、
核

兵
器
が
人
類
と
共
存
で
き
な
い
こ
と
を
証
明

し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を

希
求
す
る
諸
国
民
の
願
い
に
反
し
、
核
保
有

国
に
は
、
現
在
も
広
島
型
原
爆
4
0
万
か
ら
5
0

万
発
分
も
の
核
兵
器
が
保
有
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
2
1
世
紀
に
持
ち
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。　
よ
っ
て
、
当
区
議
会
は
、
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
の
政
府
が
、
核
兵
器
の
使
用
、
実
験
、

研
究
、
開
発
、
生
産
、
配
備
、
貯
蔵
な
ど
の

一
切
を
禁
止
す
る
「
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃

絶
の
国
際
条
約
」
を
一
日
も
早
く
締
結
す
る

よ
う
に
、
関
係
諸
外
国
に
対
し
て
強
力
に
働

き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
右
、
地
方
自
治
法
第
9
9
条
第
2
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
平
成
6
年
9
月
2
0
日

内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
あ
て

特
別
区
を
自
治
法
上
基
礎
的
な

　
地
方
公
共
団
体
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
特
別
区
は
、
自
治
権
の
拡
充
と
財
政
権
の

確
立
を
目
指
し
て
、
区
民
・
行
政
・
議
会
が

］
体
と
な
っ
て
、
様
々
な
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
東
京
都
の
「
都
区
制
度
改
革

に
関
す
る
最
終
素
案
」
は
、
従
来
、
都
区
間

で
合
意
し
て
き
た
内
容
と
比
べ
て
、
政
令
指

定
都
市
の
事
務
が
法
令
改
正
項
目
か
ら
削
除

さ
れ
る
な
ど
、
大
幅
に
後
退
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
今
回
の
制
度
改
革
の
根
幹
で
あ
る
、

特
別
区
を
基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、

地
方
自
治
法
に
明
文
化
す
る
こ
と
が
除
か
れ

て
い
ま
す
。
区
民
に
身
近
な
事
務
を
、
よ
り

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
行
う
に

は
、
特
別
区
が
基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体
に

な
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
第
2
2
次
地
方

制
度
調
査
会
の
答
申
及
び
特
別
区
制
度
改
革

の
経
緯
を
十
分
に
踏
ま
え
、
特
別
区
を
地
方

自
治
法
上
基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体
に
明
確

に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
平
成
7
年
4
月

の
法
改
正
を
実
現
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
い

た
し
ま
す
。

　
右
、
地
方
自
治
法
第
9
9
条
第
2
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
6
年
9
月
2
8
日

内
閣
総
理
・
自
治
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て

　
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
の
審

議
結
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
っ
た
も
の

命
採
択
さ
れ
た
も
の
　
4
件

O
「
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶
の
国
際
条
約

　
締
結
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る

陳
情

O
バ
ス
路
線
の
新
設
を
求
め
る
陳
情
（
玉
堤

地
域
）

O
玉
堤
・
野
毛
地
域
に
大
井
町
線
と
結
ぶ
循

　
環
バ
ス
運
行
を
も
と
め
る
請
願

　
ー
以
上
の
3
件
は
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

○
自
然
林
を
生
か
し
た
公
園
の
設
置
を
求
め

　
る
陳
情
（
成
城
7
丁
目
2
1
）

　
1
「
陳
情
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ

　
た
い
」
と
の
意
見
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

㊥
取
り
下
げ
か
添
認
さ
れ
た
も
の
　
1
件

O
入
院
時
食
事
療
養
費
（
入
院
給
食
費
）
に

　
つ
い
て
の
陳
情

新
し
く
出
さ
れ
た
も
の

命
企
画
総
務
委
貫
会
て
審
査
す
る
も
の
　
2
件

O
類
似
幼
児
施
設
バ
デ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
幼
稚
園

　
（
内
部
呼
称
）
の
保
護
者
に
対
す
る
補
助

　
金
支
給
に
関
す
る
陳
情

○
定
住
外
国
人
に
対
す
る
地
方
参
政
権
な
ど

　
人
権
保
障
に
関
す
る
議
会
決
議
を
求
め
る

陳
情

ゆ
区
民
生
活
委
員
、
云
て
審
査
す
る
も
の
　
5
件

○
小
田
急
喜
多
見
電
車
基
地
騒
音
排
除
に
関

　
す
る
請
願

O
公
衆
浴
場
の
存
続
お
よ
び
適
正
配
置
を
求

め
る
陳
情

O
株
式
会
杜
ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
高
層

　
ビ
ル
建
築
に
反
対
す
る
請
願
（
三
宿
1
丁

目
8
5
）

○
稲
荷
坂
に
関
す
る
陳
情

O
葬
祭
場
建
設
・
営
業
反
対
と
区
民
施
設
等

　
建
設
の
要
望
に
関
す
る
請
願

皿

あの頃この頃一⑭⑤㊨㊤㊤せたカ1醒や
　
今
号
で
は
、
烏
山
刀
学
校
の
跡
地

で
も
あ
る
、
烏
山
区
民
セ
ン
タ
ー
の

周
辺
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
烏

山
小
学
校
は
明
治
6
年
、
鳥
山
神
社

の
念
仏
堂
を
校
舎
と
し
て
開
校
さ
れ
、

大
正
9
年
に
写
真
の
南
烏
山
6
丁
目

に
移
り
ま
し
た
。
写
真
を
よ
く
見
る

と
、
校
舎
に
つ
っ
か
え
棒
が
し
て
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
関
東
大
震
災
で
ゆ

が
ん
だ
校
舎
が
、
倒
れ
な
い
よ
う
に

施
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
様
は
、
丁

　
お
い
ら
ん

度
花
魁
が
か
ん
ざ
し
を
挿
し
た
よ
う
ー

に
見
え
、
界
わ
い
で
は
、
『
烏
山
の
花

魁
学
校
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　
戦
争
を
経
て
、
昭
和
3
0
年
代
に
な

る
と
駅
を
中
心
に
商
店
が
増
え
、
周

辺
は
次
第
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

き
ま
す
。
児
童
数
の
急
増
で
校
舎
が

手
狭
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
鳥

山
小
学
校
は
昭
和
3
9
年
に
給
田
1
丁

目
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
烏
山
小
学
校
跡
地
に
は
図

書
館
、
出
張
所
な
ど
を
併
設
し
た
烏

山
区
民
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
ま
な
ひ
や

の
わ
き
に
は
、
学
舎
を
懐
か
し
め
る

よ
う
、
小
学
校
跡
の
記
念
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

＼
．

◆
福
祉
保
健
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
2
件

○
奥
沢
地
区
に
児
童
館
の
建
設
を
求
め
る
陳

　
情
．

0
国
立
大
蔵
病
院
存
続
に
関
す
る
請
願

◆
都
市
整
備
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
4
件

O
（
仮
称
）
稲
吉
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
反
対
に

　
関
す
る
請
願
（
南
烏
山
1
丁
目
8
）

○
株
式
会
社
ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
高
層

　
ビ
ル
建
築
に
反
対
す
る
請
願
（
三
宿
1
丁

目
8
5
）

O
（
仮
称
）
コ
ス
モ
ス
三
軒
茶
屋
分
譲
マ
ン

　
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す
る
陳
情

O
芦
花
公
園
駅
南
側
千
歳
通
り
（
南
烏
山
2

　
丁
目
3
5
～
3
6
）
の
歩
道
設
置
に
関
す
る
請

　
願
◆
文
教
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
　
1
件

O
区
内
の
都
立
定
時
制
高
校
存
続
に
関
す
る

請
願

議
員
の
住
所
変
更

増
田
　
信
之
（
公
明
）

　
　
　
大
原
2
丁
目
2
1
－
2

　
　
　
曾
（
五
三
七
六
）
九
七
一

O
芸
術
の
秋
、
文
化
に
親
し
む
に
は
絶
好
の
、

　
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
世
田
谷
美

　
術
館
で
は
、
「
秦
の
始
皇
帝
と
そ
の
時
代
展
」

　
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
遠
い
昔
に
思
い
を

　
は
せ
、
歴
史
の
扉
を
た
た
い
て
み
て
は
い

　
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
区
議
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区

　
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
T
E
L
（
五
四
三
二
）
］
一
一
］

　
F
A
X
（
五
四
三
二
）
三
〇
三
〇
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